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１．はじめに 

言語学習の初期段階における、音声言語の Input は非常に重要な役割を担っているにも

かかわらず、一瞬のうちに消えていく音声言語に含まれている情報を瞬時に理解するため

には、記憶という不可視の能力に頼る部分があり、そのため理解過程の段階的な把握や、

教師、学習者が直面している問題の把握が困難であるという面がある。このような問題を

踏まえ、本研究では初級テキストを終了した学習者（以下、本学習者）を対象とし、聴解

素材としてニュース素材を扱うことにより、タスク遂行の下位技能及び理解過程の可視化

について考察する。 

本研究では（１）学習ストラテジーに着目し、本学習者が音声情報を理解する際に必要

な下位技能の可視化、（２）学習者のメモや回想法により採集したプロトコルデータによる

本学習者の理解過程を可視化、という二つの研究課題に対し調査を行い、その結果から課

題遂行をするのに必要な技能の特定と、ある技能練習を繰り返すことによって得られる学

習効果の特定について検討することとする。 

 
 

２．先行研究と本研究の理論的枠組み 

 聴解については、その処理過程において読解との類似点も多く指摘されているが、音声

や語彙などの様々な情報を同時に処理するという点においてはより複雑であり、学習者の

困難点も様々であるという特徴がある。 

本研究では可視化の試みとして、（１）知覚、理解過程に関わる問題点の整理、（２）ス

トラテジーの一つである「選択的注意」の繰り返し練習による効果、（３）タスク遂行の下

支えとなる下位技能、という３点に着目する。さらに、聴解過程を認知的視点と教育的視

点の両面から捉えるために、Goh（2002）が定義したタクティクスとカナダ政府が作成した

Canadian Language Benchmarks 2000(ＣＬＢ)を参照する。 

 
 

３．聴解素材としてのテレビニュース 

本研究では、ストラテジーの一つである「選択的注意」を取り上げ、その技能練習とし

てニュース素材を扱う。ニュース素材の利点については、そのテキストとしての特徴、さ

らに学習者の理解過程という二つの視点で整理し、初期段階において、一瞬に消える情報

から瞬時の理解に必要な情報を特定できる技能の重要性、さらには繰り返し練習すること

の学習効果の可能性について考察する。 

 

 

４．調査概要 

 本調査では、理解過程の可視化を試みるにあたり、課題達成を支える技能の細分化だけ

でなく、学習者がどの情報に注目しているのかを明らかにするために、学習者の回答とメ

モに注目し、統計的処理の結果を参考にしながら学習者の理解過程を段階的に捉えること

とした。 



調査は、第一次調査（ニュースを聴く際の下位技能の細分化と Output の方法について

の検討）、第二次調査（メモの分類とメモによる理解過程可視化の検証）、第三次調査（聴

解技能の可視化とメモとプロトコルデータによる理解過程の可視化の試み）の３段階に分

け実施した。一連の調査手順、使用したタスク課題は同じだが、第一次、第二次調査は授

業の一環として取り扱ったもので、どのようなデータが分析対象になり得るのか、また、

どのような Output 形式であれば技能別の困難点が明らかになるのかということを重視し

たのに対し、第三次調査では、それまでの結果を再検証することを目的として、都内の日

本語学校（３校）に在籍する韓国語母語話者を対象に調査を行った。 

 

 

５．まとめ 

一連の調査結果を踏まえ、ニュースを課題として扱う場合の全体的な傾向並びに個人レ

ベルでの問題点という２つ視点からの考察を行った結果、以下の３点が明らかになった。 

 

（１）統計処理に基づく考察は、授業目標、授業計画といった方向性を考える上では重要

な指針と成り得るが、学習者の発達段階途中の能力は、テストなどの正答には必ず

しも表れてこない。また、上位学習者の印象と、難易度で表された数値とが一致し

なかったことから、学習者一人ひとりの課題や困難点は統計的な数値からは表れて

こない場合がある。 

 

（２）聴解技能の細分化により、技能習得に伴う困難点は学習者により異なることが明ら

かになった。しかし、一斉授業の場合、教室内の活動や学習目標を全体レベルで捉

えがちになるため、タスク活動では課題達成の結果だけに着目するのではなく、下

支えとなる能力レベルの判定基準、さらにはタスク毎の下位技能を明確にする必要

がある。 

 

（３）タスクシートは、どのように質問の妥当性を検討しようとも、特定の問題について

の正解・不正解を判定するに留まるため、設問の意図、すなわちその問題で判定す

る能力が何かを明確にすることが必要不可欠である。また、メモ、スクリプトから

は、学習者の Output の量に差があるものの、それらを利用することにより、学習者

は「理解の修正」、「自己評価」を自発的に行うきっかけとなっていることが、プロ

トコルデータより明らかとなった。 

 

 

６．今後の課題 

本研究では、ニュースを聞くための聴解技能に特化し、「型」を使った繰り返し練習の

効果を論じたが、体系的聴解指導を行う上で、「即聴語（聞いた音から漢字、語彙を瞬時に

連想できる）」（岡崎 2002)をどのように増やしていくのかという問題は軽視できない。特

に日本語の場合、学習者の母語による語彙（漢字）に対する概念差もあることから、学習

２ 



者一人ひとりの困難点が異なり、また、技能練習に偏ってしまうことで、限られたタスク

やテキストにしか適用できなくなるという問題もある。 

このようなことからも、初期段階における聴解授業では、積み上げ式の技能練習だけで

はなく、「即聴語」のような付随的な技能の扱いをも考慮したカリキュラム作成が必要だと

思われる。 

３ 
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